
人
権
文
化
の
構
築�

教
育
の
充
実�

文
化
の
振
興�

市
の
基
本
方
針�

保
健
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り�

安
全
で
活
力
あ
る
都
市
づ
く
り�
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Ｄ
Ｖ（
夫
・
恋
人
か
ら
の
暴

力
）の
解
決
に
は
緊
急
一

時
避
難
施
設（
シ
ェ
ル
タ
ー
）が
必

要
で
、
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
に
財
政

支
援
す
る
政
令
市
も
あ
る
が
、
シ

ェ
ル
タ
ー
が
な
い
本
市
と
し
て

は
、
電
話
な
ど
に
よ
る
24
時
間
相

談
体
制
の
整
備
や
シ
ェ
ル
タ
ー
設

立
の
検
討
な
ど
、
早
急
に
対
策
を

講
じ
る
べ
き
で
あ
る
。
今
後
の
具

体
的
取
組
は
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
は
重

大
な
社
会
問
題
で
あ
る
た

め
、
第
２
次
女
性
行
動
計
画
を

改
定
し
、
そ
の
対
策
の
強
化
を

重
点
推
進
事
業
に
掲
げ
、
取
組

を
進
め
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
も
、
啓
発
情
報
誌

な
ど
を
通
じ
た
市
民
啓
発
や
女

の
同
様
の
地
域
で
、
ど
の
よ
う
に
こ

の
事
例
を
活
用
す
る
の
か
。

Ｊ
Ｒ
西
大
路
駅
周
辺
地
区
ま

ち
づ
く
り
構
想
は
、
こ
れ
ま

で
の
成
果
を
踏
ま
え
、
5
月
下
旬
に

は
策
定
・
発
表
す
る
。
今
後
は
、
そ

の
実
現
に
向
け
、
本
市
の
課
題
の
解

決
に
努
め
、
地
域
の
方
々
の
主
体
的

な
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
様
々
な
支
援

を
し
た
い
。

ま
た
、
そ
の
成
果
を
住
宅
地
と
企

業
・
工
場
が
共
存
す
る
地
域
に
広
く

活
用
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

地
下
鉄
東
西
線
の
二
条
か
ら

西
へ
の
延
伸
の
成
否
は
、
今

着
工
し
て
い
る
醍
醐
・
六
地
蔵
間
の

建
設
工
事
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。

醍
醐
・
二
条
間
の
建
設
で
は
、
経
費

が
膨
張
し
、
工
期
が
遅
れ
、
幾
つ
か

の
事
故
が
発
生
し
た
。
前
回
の
過
ち

か
ら
教
訓
を
学
び
、
万
全
の
執
行
体

制
で
や
り
切
る
決
意
で
臨
ん
で
ほ
し

い
。
目
標
の
16
年
秋
の
開
業
や
建
設

費
712
億
円
で
の
完
成
は
で
き
る
の
か
。

安
全
管
理
体
制
は
万
全
か
。

東
西
線
の
六
地
蔵
へ
の
延
伸

は
順
調
に
進
ち
ょ
く
し
て
い

る
。
事
業
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、

醍
醐
・
二
条
間
の
建
設
で
の
経
験
を

教
訓
に
、
10
年
5
月
に
建
設
事
業
管

理
委
員
会
を
設
置
し
、
こ
の
下
に
、

工
程
管
理
、
建
設
費
縮
減
、
事
故
防

止
の
三
つ
の
委
員
会
を
設
け
、
常
に

万
全
を
期
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
度
の
組
織
改
正
で
、

建
設
部
門
の
体
制
強
化
を
図
る
な

ど
、
16
年
秋
の
開
通
に
向
け
、
全
力

で
事
業
の
推
進
に
取
り
組
む
。

想
を
提
唱
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

観
光
の
視
点
を
採
り
入
れ
た
施
策
を

推
進
す
る
た
め
、
市
長
が
先
頭
と
な

り
全
庁
体
制
の
組
織
を
6
月
に
発
足

さ
せ
、
若
い
人
達
に
も
魅
力
的
な
観

光
資
源
の
創
出
な
ど
の
具
体
的
な
施

策
・
事
業
を
体
系
化
し
た
戦
略
的
な

推
進
計
画
を
年
内
に
策
定
す
る
。

市
会
で
は
、
昭
和
58
年
に
非

核
、
平
和
都
市
宣
言
を
行
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
宣
言
を
行
う
都
市

の
市
長
と
し
て
、「
核
密
約
」の
真
相

を
た
だ
そ
う
と
し
な
い
政
府
の
態
度

に
抗
議
し
、
真
相
究
明
を
求
め
る
べ

き
。
ま
た
、
過
去
に
核
兵
器
積
載
の

疑
い
の
あ
る
も
の
が
市
内
を
通
過
し

て
い
な
い
か
調
査
す
る
な
ど
、
今
後

厳
密
に
対
処
す
べ
き
で
は
。

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
か
ら
、

平
和
都
市
宣
言
や
世
界
文
化

自
由
都
市
宣
言
を
行
い
、
平
和
を
都

市
の
理
念
と
し
て
位
置
付
け
、
行
政

の
各
分
野
に
わ
た
り
様
々
な
取
組
を

進
め
て
き
た
。

今
後
と
も
、
市
民
と
力
を
合
わ
せ
、

核
兵
器
の
廃
絶
と
世
界
の
恒
久
平
和

の
実
現
に
向
け
て
、
一
層
努
力
し
て

い
く
。
な
お
、「
核
密
約
」な
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
政
府
は
、
一
貫
し
て

そ
の
存
在
を
否
定
し
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。本

市
は
情
報
化
で
は
先
進
的

な
取
組
を
し
て
き
た
が
、
都

市
基
盤
と
し
て
の
情
報
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
は
不
十
分
と
の
声
も
聞
く
。
例

え
ば
既
存
の
洛
西
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ

ン
な
ど
を
有
効
活
用
し
、
広
域
化
、

高
度
化
し
た
情
報
通
信
基
盤
に
し
、

市
全
体
の
活
性
化
の
起
爆
剤
に
し
て

は
ど
う
か
。
ま
た
、
本
市
は
学
生
や

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
街
で
あ
る
と
い

う
特
性
を
生
か
し
、
情
報
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
に
計
画
的
に
取
り
組
む
べ
き

で
あ
る
。
今
後
の
情
報
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

21
世
紀
の
都
市
基
盤
で
は
、

情
報
化
の
一
層
の
推
進
が
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
本
年
度

は
、
第
1
次
高
度
情
報
化
推
進
の
た

め
の
京
都
市
行
動
計
画
の
成
果
を
踏

ま
え
た
、
第
2
次
行
動
計
画
を
策
定

す
る
。
こ
の
中
で
、
有
線
の
通
信
回

線
、
次
世
代
移
動
通
信
な
ど
の
活
用

の
検
討
を
進
め
、
情
報
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
考
え
方
を
明
確
に
し
、
民
間
通

信
事
業
者
と
の
連
携
の
下
、
取
組
を

進
め
る
。
既
存
施
設
な
ど
の
活
用
も
、

計
画
の
中
で
研
究
を
続
け
た
い
。

5月17日の本会議では各会派から8人の議員が

代表して、市政の各般にわたって市長や関係理事

者に質問を行いました。

本号では、その主なものをお伝えします。

新
た
な
需
要
と
雇
用
を
創
出

す
る
観
光
産
業
へ
の
期
待
が

高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
観
光
地
間

の
競
争
も
激
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

京
都
が
観
光
立
市
と
な
る
こ
と
を
市

民
と
行
政
が
一
致
団
結
し
て
目
標
と

す
べ
き
で
あ
る
。

市
長
は
、
年
間
5
千
万
人
の
観
光

客
で
に
ぎ
わ
う
都
市
を
つ
く
ろ
う
と

壮
大
な
構
想
を
打
ち
出
し
た
が
、
21

世
紀
の
京
都
の
発
展
に
向
け
て
、
観

光
の
果
た
す
役
割
へ
の
認
識
と
構
想

実
現
の
た
め
の
具
体
策
は
。

観
光
は
経
済
の
活
性
化
や
、

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
な
ど
に

も
貢
献
す
る
。
観
光
が
21
世
紀
の
京

都
を
け
ん
引
す
る
役
割
を
果
た
す
と

の
認
識
の
下
、
観
光
客
5
千
万
人
構

（

）

観
光
客
5
千
万
人
構
想

の
実
現

（

）

非
核
、
平
和
都
市
宣
言

を
行
う
都
市
と
し
て
の

対
応

の
中
核
施
設
が
パ
セ
オ
・
ダ
イ
ゴ
ロ

ー
で
あ
る
。
東
館
が
ス
ー
パ
ー
を
核

と
し
た
商
業
施
設
に
決
定
し
、
着
工

さ
れ
た
が
、
当
初
の
計
画
か
ら
ず
れ

た
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。
ス
ー
パ
ー

の
建
設
は
、
西
館
の
存
続
、
繁
栄
に

必
ず
し
も
プ
ラ
ス
と
は
思
え
な
い
面

を
含
む
。
西
館
を
運
営
す
る
第
三
セ

ク
タ
ー
の
京
都
醍
醐
セ
ン
タ
ー
の
経

営
に
ど
う
影
響
す
る
と
予
測
し
、
そ

の
対
策
を
ど
う
講
じ
る
の
か
。

東
館
の
建
設
は
、
東
西
両
館

が
一
体
と
な
っ
て
地
域
の
活

性
化
に
寄
与
す
る
と
い
う
当
初
の
事

業
構
想
に
合
致
す
る
も
の
で
、
京
都

醍
醐
セ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
も
、
東
館

の
集
客
力
で
西
館
経
営
の
改
善
が
見

込
め
る
な
ど
、
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
東

館
建
設
が
困
難
な
状
況
で
は
、
最
善

の
策
と
考
え
る
。
現
在
、
両
館
の
店

舗
構
成
な
ど
の
協
議
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
両
館
が
共
存
繁
栄
し
、
地

域
の
期
待
に
こ
た
え
る
魅
力
あ
る
施

設
と
な
る
よ
う
、
セ
ン
タ
ー
を
的
確

に
指
導
し
て
い
く
。

そ
の
ほ
か
の
主
な
質
問

○
京
都
議
定
書
の
早
期
発
効
に
向
け
た
取
組

○
市
営
住
宅
一
般
公
募
に
お
け
る
単
身
者
の
多
回
数
落
選
者
へ
の
救
済

措
置

○
大
原
野
森
林
公
園
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
の
整
備

○
市
独
自
の
介
助
犬
に
対
す
る
考
え
方
の
確
立
と
介
助
犬
育
成
の
た
め

の
支
援
策

この定例会では、意見書１件を
可決しました。
この意見書は、総理大臣など、

関係行政庁に提出しました。
（賛成多数）

酒類販売の社会的管理等に関する
意見書
我が国のアルコール消費量は、戦後

の生活様式の変化等により急激に増加

し、とりわけ、飲酒機会の少なかった

女性や未成年者の飲酒が増加傾向にあ

るとともに、様々な障害につながる大

量飲酒者の数も年々増加している。

アルコール消費の急激な増加は、ア

ルコール依存症などの健康被害のみな

らず、医療費の増大、自動車事故、犯

罪など多岐にわたる社会問題を引き起

こしている。

このような状況の中で、WHO（世界

保健機関）は、平成３年に加盟国に対し、

アルコール飲料の入手に関する規制の

検討、健康教育の推進など14項目の勧

告を行っており、酒類販売の社会的管

理を求める声が上がっている。

よって政府におかれては、我が国に

おける飲酒に関する自己管理等の認識

を高め、良好な飲酒環境の形成を図る

ため、免許制度と一体となった酒類販

売の社会的管理に関する法整備を行う

とともに、WHOの勧告に基づくアルコ

ール政策等の着実な実施に努められる

よう強く要望する。

意　見　書

21
世
紀
を
迎
え
る
こ
の
時
期

に
、
美
術
館
別
館
が
で
き
、

本
館
再
整
備
の
基
本
計
画
の
策
定
に

予
算
が
付
い
た
こ
と
は
大
変
意
義
が

あ
る
。
再
整
備
に
は
多
く
の
課
題
が

あ
る
が
、
重
要
な
こ
と
は
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
本
来
の
機
能
の
充
実
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
学
芸
員
を
含
む
職
員
の
補

充
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
応
援
、
思
い

切
っ
た
施
設
整
備
な
ど
が
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

15
年
度
に
開
館
70
周
年
を
迎

え
る
に
当
た
り
、
21
世
紀
の

芸
術
文
化
都
市
・
京
都
に
ふ
さ
わ
し

い
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
す
る
た
め
、
老

朽
化
し
た
施
設
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
、
市
民
に
開
か
れ
た
美
術
館
と
し

て
親
し
ま
れ
る
よ
う
整
備
す
る
必
要

が
あ
る
。

併
せ
て
、
運
営
体
制
の
充
実
と
共

に
、
芸
術
系
大
学
な
ど
と
の
連
携
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
積
極
的
な
活
用
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
本
館
再
整
備
基
本

計
画
を
12
年
度
に
策
定
し
た
い
。

近
年
の
厳
し
い
経
済
状
況
の

中
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
経
営

環
境
も
、
演
奏
依
頼
が
減
る
な
ど
全

国
的
に
大
変
厳
し
い
。
京
響
は
全
国

の
有
名
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
も
待
遇
面

で
引
け
は
と
ら
な
い
が
、
京
都
の
顔

と
な
り
、
音
楽
界
の
中
心
に
な
る
に

は
、
今
一
度
実
力
ア
ッ
プ
の
た
め
の

試
練
に
挑
戦
し
て
も
ら
い
た
い
。

京
響
の
今
後
の
運
営
と
活
動
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

指
摘
の
と
お
り
大
変
厳
し
い

運
営
状
況
に
あ
る
中
で
、
世

界
に
誇
れ
る
演
奏
水
準
を
持
つ
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
を
目
指
す
と
と
も
に
、
日

本
で
唯
一
の
自
治
体
直
営
の
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
し
、
更
に
発
展
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
聴
衆
の

高
度
で
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
、

多
く
の
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
、
感
動
を

与
え
る
演
奏
会
を
多
く
開
催
す
る
と

と
も
に
、
新
た
な
観
客
層
を
開
拓
で

き
る
企
画
の
実
現
に
力
を
入
れ
る
な

ど
、
全
力
を
挙
げ
て
、
日
本
の
音
楽

界
を
リ
ー
ド
す
る
京
響
と
な
る
よ
う

関
係
者
共
々
努
力
し
て
い
く
。

性
総
合
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
窓

口
の
開
設
な
ど
の
対
策
を
講
じ

て
き
た
。

今
後
、昨
年
の
市
民
意
識
調
査

の
結
果
を
踏
ま
え
、情
報
提
供
を

含
む
広
報
啓
発
の
推
進
や
セ
ン

タ
ー
の
相
談
事
業
の
拡
充
、更
に

は
、関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
を
進
め
る
と
と
も
に
、国

な
ど
の
動
向
も
参
考
に
、被
害
者

が
必
要
と
す
る
援
助
の
在
り
方

を
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

市
民
の
活
断
層
へ
の
関
心
は

強
く
、
そ
の
情
報
を
求
め
て

い
る
。
ま
た
、
防
災
計
画
は
住
民
の

参
加
な
し
に
は
進
ま
な
い
。
活
断
層

な
ど
の
危
険
箇
所
の
情
報
に
つ
い
て
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
公
表

に
踏
み
切
る
べ
き
。
ま
た
、
東
京
都

国
分
寺
市
の
よ
う
に
、
町
内
ご
と
の

防
災
計
画
を
持
つ
べ
き
と
考
え
る
が
、

ど
う
か
。活

断
層
等
地
震
調
査
の
結
果

は
、そ
の
つ
ど
、市
民
し
ん
ぶ

ん
に
公
表
す
る
と
と
も
に
、報
告
会

の
開
催
、区
役
所
、消
防
署
な
ど
で
の

閲
覧
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
広

く
提
供
し
て
い
る
。ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
つ
い
て
は
、地
震
調
査
研
究
の

成
果
や
国
勢
調
査
の
新
た
な
デ
ー
タ

を
生
か
し
た
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
を

検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

町
内
ご
と
の
防
災
計
画
に
つ
い
て

は
、12
年
度
か
ら
市
民
と
の
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
の
下
、身
近
な
地
域
の
市
民

防
災
行
動
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

Ｊ
Ｒ
西
大
路
駅
周
辺
地
区
で

は
、
駅
前
の
自
転
車
駐
車
場

の
開
設
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
を
市

民
・
企
業
・
行
政
が
知
恵
を
出
し
合

い
進
め
て
き
た
。
今
後
は
、
こ
の
地

域
の
在
り
方
な
ど
を
ま
と
め
た
、
ま

ち
づ
く
り
構
想
を
作
る
と
聞
く
が
、

そ
の
進
ち
ょ
く
状
況
と
今
後
の
進
め

方
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
こ
の
取

組
は
、
企
業
・
工
場
の
集
積
す
る
本

市
南
西
部
の
ま
ち
づ
く
り
の
素
晴
ら

し
い
先
例
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
他

（

）

京
都
高
速
道
路
の
建
設

に
よ
る
環
境
基
準
の
達

成
な
ど
の
見
通
し

（

）

美
術
館
本
館
の
再
整
備

尼
崎
公
害
訴
訟
で
、
S
P
M

排
出
の
一
部
差
し
止
め
と
、

国
な
ど
の
損
害
賠
償
を
認
め
る
一
審

判
決
が
出
た
。
係
争
中
の
地
域
に
は

ラ
ン
プ（
高
速
道
路
な
ど
の
進
入
路
）

は
な
い
が
、
京
都
高
速
道
路
が
で
き

る
と
、
伏
見
区
北
部
な
ど
は
ラ
ン
プ

が
集
中
す
る
。
本
当
に
、
ラ
ン
プ
付

近
の
町
内
で
、
交
通
渋
滞
や
大
気
汚

染
が
な
く
な
り
、
環
境
基
準
を
達
成

で
き
る
の
か
。

尼
崎
公
害
訴
訟
で
の
国
道
43

号
と
阪
神
高
速
神
戸
線
の
１

日
の
大
型
車
交
通
量
は
５
万
台
で
、

一
方
、
京
都
高
速
道
路
油
小
路
線
と

油
小
路
通
の
将
来
交
通
量
は
大
型
車

９
千
台
と
比
較
に
な
ら
ず
、ま
た
、地

域
性
も
異
な
る
の
で
、
環
境
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。

京
都
高
速
道
路
は
、
市
内
の
幹
線

道
路
の
交
通
渋
滞
の
解
消
と
交
通
の

円
滑
化
に
寄
与
し
、
そ
の
結
果
、
自

動
車
か
ら
の
二
酸
化
窒
素
な
ど
の
排

出
量
が
抑
制
さ
れ
る
の
で
、
環
境
影

響
評
価
で
も
お
お
む
ね
妥
当
と
さ
れ

て
い
る
。醍

醐
地
区
で
は
、
醍
醐
団
地

総
合
再
生
事
業
が
進
み
、
そ

首都圏で京都観光の情報などを受発信する京都館

市立西京商業高校の家庭科の授業で実
施された保育実習

京
都
市
美
術
館

高
齢
者
に
は
、
３
年
間
は
利
用
料
を

３
％
と
す
る
な
ど
の
軽
減
措
置
を
行

っ
て
い
る
。

今
後
も
、
市
民
や
自
治
体
に
過
重

な
負
担
と
な
ら
な
い
適
切
な
低
所
得

者
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、
引
き

続
き
国
に
対
し
要
望
し
て
い
く
。

（

）

介
護
保
険
料
・
利
用
料

の
減
免
制
度
の
創
設

市
長
は
、
当
面
の
最
小
限
の

措
置
と
し
て
、
政
府
の
特
別

対
策
で
あ
る
訪
問
介
護
利
用
料
の

3
％
へ
の
軽
減
措
置
を
在
宅
の
す
べ

て
の
サ
ー
ビ
ス
に
、
新
規
利
用
者
も

含
め
て
拡
大
す
る
よ
う
国
に
求
め
る

べ
き
。
同
時
に
、
市
独
自
に
保
険

料
・
利
用
料
の
減
免
制
度
の
創
設
を

早
期
に
実
施
す
べ
き
で
は
。

介
護
保
険
の
第
１
号
被
保
険

者
の
保
険
料
は
、
所
得
段
階

別
に
５
段
階
と
す
る
と
と
も
に
、
制

度
施
行
か
ら
６
箇
月
は
徴
収
せ
ず
、

そ
の
後
１
年
間
は
半
額
と
す
る
。
ま

た
、
利
用
料
も
、
制
度
施
行
時
に
訪

問
介
護
を
利
用
し
て
い
た
低
所
得
の

（

）

21
世
紀
の
情
報
イ
ン
フ

ラ
整
備
の
方
向
性

パセオ・ダイゴロー西館

（

）

パ
セ
オ
・
ダ
イ
ゴ
ロ
ー

東
館
の
建
設
が
及
ぼ
す

影
響

（

）

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
町

内
ご
と
の
防
災
計
画
の

作
成

（

）

Ｊ
Ｒ
西
大
路
駅
周
辺
地

区
ま
ち
づ
く
り
構
想
の

取
組
と
そ
の
活
用

（

）

地
下
鉄
東
西
線
の
六
地

蔵
へ
の
延
伸

※
Ｓ
Ｐ
Ｍ

直
径
が
10
ミ
ク
ロ
ン
以
下
の
浮
遊
粒

子
状
物
質
の
こ
と
で
、
工
場
の
ば
い
煙
や

道
路
舗
装
の
粉
じ
ん
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン

ジ
ン
な
ど
か
ら
発
生
し
、
ぜ
ん
そ
く
な
ど

を
引
き
起
こ
す
と
さ
れ
る
。

（

）

京
都
市
交
響
楽
団（
京

響
）の
今
後
の
運
営
と

活
動

（

）

京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
の
活

動
の
目
指
す
べ
き
方
向

往
年
の
京
都
の
よ
う
に
、
若

者
た
ち
の
芸
術
活
動
に
温
か

い
目
を
向
け
る
土
壌
が
少
し
ず
つ
芽

生
え
て
く
る
こ
と
を
望
ん
で
お
り
、

京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
に
は
そ
の
活
動

成
果
を
期
待
す
る
が
、
今
後
ど
の
よ

う
な
方
向
を
目
指
し
て
い
く
の
か
。

21
世
紀
は
芸
術
文
化
が
都
市

の
格
を
決
め
る
と
言
わ
れ
、

京
都
の
芸
術
文
化
を
担
う
若
い
意
欲

的
な
芸
術
家
へ
の
支
援
が
不
可
欠
で

あ
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
12
年
４

月
に
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
、
日
本
の
伝
統
文
化
の
絶
え
ざ
る

継
承
と
、
世
界
の
最
先
端
の
芸
術
分

野
の
創
造
に
挑
戦
す
る
新
進
気
鋭
の

芸
術
家
を
輩
出
す
る
拠
点
と
し
て
、

様
々
な
活
動
を
展
開
し
、
多
く
の
市

民
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
の
活
動
と
、
若
手

芸
術
家
な
ど
の
活
動
資
金
を
助
成
す

る
芸
術
文
化
特
別
奨
励
制
度
な
ど
の

施
策
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
、
芸

術
文
化
都
市
・
京
都
の
実
現
に
向
け

て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

全
国
的
に
は
肢
体
不
自
由
と

発
達
遅
滞
を
同
一
校
で
別
々

に
教
育
す
る
併
置
制
の
所
も
あ
る
中
、

本
市
が
目
指
す「
総
合
」の
考
え
は
。

ま
た
、
総
合
と
な
る
と
、
両
方
の

体
制
を
各
校
に
作
る
必
要
が
あ
る
が
、

ク
ラ
ス
編
成
に
伴
う
教
員
の
配
置
、

医
療
的
ケ
ア
の
問
題
な
ど
の
考
え
方

を
聞
き
た
い
。

現
在
、
障
害
の
重
度
・
重
複
、

多
様
化
が
進
み
、
従
来
の
障

害
種
別
ご
と
の
養
護
学
校
を
超
え
た

シ
ス
テ
ム
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
へ
の

き
め
細
か
な
対
応
が
重
要
で
、
肢
体

不
自
由
と
発
達
遅
滞
の
双
方
の
教
育

成
果
を
活
か
し
、
併
置
制
で
の
指
導

に
も
配
慮
し
、
必
要
な
時
に
必
要
な

指
導
が
総
合
的
に
行
え
る
養
護
教
育

の
創
造
が
重
要
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
、
新
し
い
教
育
課
程
や
障
害
特
性

な
ど
に
応
じ
た
安
全
管
理
・
教
員
体

制
を
研
究
し
て
い
る
。
ま
た
、
12
年

度
か
ら
は
、
呉
竹
養
護
学
校
で
看
護

婦
常
駐
制
度
を
導
入
し
、
再
編
へ
の

体
制
整
備
に
努
め
て
い
る
。

こ
う
し
た
内
容
は
全
保
護
者
に
説

明
し
、理
解
と
協
力
を
求
め
て
い
る
。

青
少
年
期
に
お
け
る
育
児
経

験
の
欠
如
は
、
育
児
の
負
担

を
大
き
く
し
、
児
童
虐
待
な
ど
を
引

き
起
こ
す
一
因
と
も
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
中
央
教
育
審
議
会
な
ど

も
提
言
し
て
い
る
学
校
教
育
に
お
け

る
育
児
の
体
験
学
習
の
導
入
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
見
解
、
展
望
を
持

っ
て
い
る
の
か
。

小
学
校
か
ら
発
達
段
階
に
応

じ
て
異
な
っ
た
年
齢
集
団
で

の
活
動
や
幼
稚
園
や
福
祉
施
設
で
の

育
児
・
介
護
体
験
な
ど
を
積
極
的
に

進
め
て
い
る
。
中
学
校
で
は
、
す
べ

て
の
生
徒
が
保
育
体
験
な
ど
様
々
な

活
動
を
行
う
こ
と
を
目
指
し
、
生
き

る
力
を
育
む
、
生
き
方
探
求
・
チ
ャ

レ
ン
ジ
体
験
事
業
を
12
年
度
18
校
で

実
施
す
る
。
高
校
で
も
既
に
５
校
で

保
育
体
験
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
学
校
教
育
だ
け
で
果
た

せ
る
も
の
で
は
な
く
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
社
会
の
役
割
を
明
確
に
す

る
中
で
、
相
互
の
連
携
を
深
め
、
こ

う
し
た
体
験
の
場
が
一
層
充
実
す
る

よ
う
、
中
教
審
の
答
申
な
ど
を
踏
ま

え
、
検
討
す
る
。

（

）

養
護
学
校
の
総
合
制
・

地
域
制
へ
の
再
編
の
考

え
方

（

）

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）

へ
の
具
体
的
な
対
策

（

）

学
校
教
育
に
お
け
る
育

児
の
体
験
学
習
の
導
入

女性問題をみんなで考える啓発情報誌「Ｅb（い～ふらっと）」

5月17日の本会議では各会派から8人の議員が

代表して、市政の各般にわたって市長や関係理事

者に質問を行いました。

本号では、その主なものをお伝えします。

※


